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１．はじめに
1.1 本稿の目的
　児童書の内容や子どもに与える影響についての研究は多く存
在する。これらの研究のなかには，単に出版物が与える影響や
メディアの特性に着目することだけに留まらず，その出版物を
作り出す人間やその母体である出版社についてもみていく必
要があることを指摘するものもある（沢田ほか 1974）。しかし，
他ジャンルの出版社については着実に学術的研究が進むなか1），
児童書出版社に関する研究はほぼなされていない。
　片山（2010）は価値志向と利益志向の側面から児童書出版社2）
の出版活動を把握しようとした。その結果，児童書専門出版社
は書店ルートで普遍的価値および長期的利益を志向し，非書店
ルート（幼稚園・保育園ルート3），学校図書館ルート）では同時
代的価値および短期的利益を志向することを明らかにした。片
山ほか（2012）では，学校図書館ルートに着目し，商品戦略の
面から片山（2010）の知見を裏付けた。これらは「現状」につ
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要旨
　本稿の目的は，児童書専門出版社の幼稚園・保育園ルートに対する意識や行動に着目し，その歴史的変遷を明
らかにすることである。児童書専門出版社の意識や行動を把握する枠組みとしてウェーバーの価値合理的行為，
目的合理的行為から着想を得，さらに彼の理念型を援用した極的な尺度である同時代的価値志向，普遍的価値志向
および短期的利益志向，長期的利益志向で作られる四象限のモデルを用いる。このモデルは場面に応じてどの志向
が際立つかを判断するものである。
　児童書専門出版社２社の社史を用いた文献調査の結果，幼稚園・保育園ルートでは普遍的価値や長期的利益が
強くなり，書店ルートでは同時代的価値や短期的利益への志向が強くなる社が存在することがわかり，現状を分
析した過去の研究成果とは異なる事例がみとめられた。
　両者を合わせて考察すると，アイデンティティを感じる販路で普遍的価値や長期的利益を追求するという児童
書専門出版社の志向傾向を指摘できる。
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Abstract
　This study tries to elucidate the historical transformation in the children’s book publishers’ attitudes towards 
their sales channel of kindergartens/nursery schools. In this study, I employ the quadrant approach that is 
consisted of the two conceptual pairs: long-range proﬁt orientation and short-range proﬁt orientation as well 
as constant value orientation and contemporary value orientation. This conceptual framework grew out of the 
concepts of value-rational and instrumental-rational actions proposed by Max Weber. Developed from Weber’s 
ideal type, these bi-polar measures eﬀectively analyze which orientation stands out in a particular situation. 
　Literature surveys on company histories show two tendencies that highlight the unexamined aspects of 
current sales trend in the industry. Some children’s book publishers pursue short-range proﬁt orientation and 
contemporary value orientation when their sales channel is to bookstores, while others pursue long-range proﬁt 
orientation and constant value orientation when their channel is to kindergartens and/or nursery schools. 
The result of this study, suggests that there is an important relation between children’s book publishers’ sales 
orientation mode and their sales channel, where the publishers pursue long-range proﬁt and constant value 
orientations when they use the sales channel that conﬁrms their own raison d’etre.
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いて分析したものである。片山（2014）では歴史的変遷をも追
っているが，出版事業を行う目的に主眼が置かれ，片山（2010，
2012）で指摘してきた流通戦略や商品戦略についての議論が十
分になされていない。 そこで，本稿では，幼稚園・保育園ル
ート（以下，幼保ルート）に着目し，児童書専門出版社の創立
以降の流通ルートへの意味づけの変遷を明らかにすることを目
的とする。これによって片山（2010，2012，2014）で得た知見
を精緻化することが可能となるだろう。
　出版社の歴史に着目した先行研究はいくつか存在する。なか
でも，講談社と岩波書店に関する佐藤の研究が有名である（佐
藤　2002，2013）。大会社の歴史を扱うものは，業界史として
も有用な資料となるが，児童書出版社に限ってみれば大会社ば
かりがその時代を作ったとはいえない。本稿では，これまで取
り上げられてこなかった児童書専門出版社に着目する。
２．研究方法
2.1 価値志向と利益志向
　本稿では，片山（2010，2012）の枠組みを踏襲する4）。ここで
は紙幅の都合上簡潔に説明し，詳細は割愛する。
　価値志向とは出版社が同時代や次代の社会や人間にとって大
切であると考える何物かを追究することで，これにはブルデュ
ーの非経済的資本の蓄積も含まれる。一方，利益志向とは，売
上を伸ばそうとすることで，ここには確実に利益が得られそう
なものへの投資（流行に合わせた出版物の制作やプロダクトラ
イフサイクルの短い製品の制作）も含まれる。価値と利益の双
方はともに追求される可能性がある。価値と利益の志向に長短
の尺度を加え図示したものが図１である。 
　以降，本稿中のⅠ～Ⅳは図１の各象限を示す。この枠組みは，
ウェーバーの価値合理的行為と目的合理的行為から想を得，さら
に彼の理念型を援用した極的な尺度である（Weber　1998）。また，
ウェーバーの行為論を現代化したブルデューの象徴資本と経済
資本の概念を下敷きに作成している（Bourdieu　1988ほか）。
2.2 調査資料
　本稿のように児童書専門出版社の主観的な世界観をみようと
する場合，事実確認を主な目的とする資料ではなく各社の意図
や感情が表れる資料を使用する必要がある（大谷　2005）。そ
こで本稿では，彼らの志向を把握する資料として社史を取り上
げる。社史の網羅的なリストは存在しないため，『会社史総合
目録』（1996），国立国会図書館蔵書検索・申込システム，神奈
川県立川崎図書館社史・技報・講演論文集検索，龍谷大学蔵書
検索システムによって社史の有無を把握した。児童書専門出版
社のうち幼保ルートをもつ社の社史は以下の２社３冊である。
 ・福音館書店編. 福音館書店50年の歩み: 福音館書店創立50周年
記念. 福音館書店, 2002, 74p.
 ・フレーベル館編．フレーベル館七十年史．フレーベル館，
1977, 429p.
 ・北林衛．フレーベル館100年史．フレーベル館，2008, 839p．
　なお，動機や意図が把握出来ない社史（索引・目録・年表）
や社の歴史的変遷が把握出来ない社史（祝辞のみで構成されて
いる，社屋・出版物の紹介，出版事業の指南等）は除外した。
2.3 仮説
　本稿では片山（2010）の結果を幼保ルートの歴史的変遷に照
らして再考する。つまり，本稿の仮説は「児童書専門の出版社
は書店ルートではⅠを幼保ルートではⅢを志向する」となる。
2.4 調査方法
 次の観点に合致する箇所を取り上げ。経年的に分析する。
　⑴　流通ルートとジャンルへの意識や行動
　⑵　創業（企業）理念（創業者の理念，出版事業発足の理由）
　⑶　経営状況
　本稿の目的と直接合致する観点は⑴にあたるが，それ以外は，
⑴に影響を与える可能性のある要素である。以降では，⑴～⑶
の観点にしたがって抜粋した社史の記述を分析していくが，紙
幅の都合上，中略等を用いて短縮したり，ターニングポイント
となる箇所を優先的に取り上げたりする。なお，出版史や児童
文学史では1945年以降について10年区分でまとめるのが標準で
あり（社団法人日本書籍出版協会　2013）（日本児童文学者協
会　1978），本稿もこの区分を用いる。
３．調査結果
3.1 福音館書店
　抜粋には『福音館書店50年の歩み: 福音館書店創立50周年記
念』を用いる（表１参照）。表１に照らし分析を進める。
3.1.1 1952年まで
　現在の出版社としての福音館書店は，1952年に設立されてい
図１　本稿で扱う意識と行動の枠組み
（片山 2010；p.39）および（片山　2012；p.12）より
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表１　福音館書店の抜粋（3.1.1~3.1.3の分析に対応）
頁数 年 抜粋
p.5 1916 「福音館」はその名の示すように，1916年（大正5年）にカナダ，メソジスト教団の宣教師パーシー・プライス先生によって，聖書・賛美歌とキリスト教関係の図書を扱う文書伝道の店として，石川県金沢市の旧国鉄の金沢駅にほど近い白銀町に創設された1．
p.5 － 真宗王国といわれる北陸でのキリスト教の布教と文書伝道の活動は容易ではなく，カナダ宣教師団の援助をえつつ昭和初期に一般書籍をも扱う書店に移行していった2．
p.6-7 1940
第二次世界大戦がはじまり，いよいよ枢軸国として日本の参戦は避けられないと予測されたとき，日本にいたカナダ宣教師団は全員引揚げることになり，緊急にミ
ッション所有の財産の処理を行うことになった．その中に金沢福音館も含まれていた．（中略）福音館は営業責任者の佐藤喜一氏のもとで繁盛し，佐藤氏とミッシ
ョンの3人の宣教師をパートナーとする有限会社として組織されていた．1940年（昭和15年）当時，佐藤氏には3人の子どもがいた．彼は給料の中から資本の一部を
献金していたので，宣教師団は彼の生活の保障しなければならないと考え，書店の建っていた土地及び建物，在庫そして営業権を譲渡することを申し入れた．
p.8 1946
1946年（昭和21年）11月3日に新しく日本国憲法が公布され，出版と言論の自由が保障されて出版界にも曙光が見えはじめた．翌1947年（昭和22年）4月1日からは
学校教育法にもとづく新教育制度―6・3制が実施された．新制中学校の義務教育化は，教科書や学習参考書および辞典などの新しい市場が保証されることを意味
するとともに，アメリカ文化の流入による英語教育の普及と拡大も，出版界にとってはおおきな魅力であった．すでに前年の1946年（昭和21年）2月から，ＮＨＫ
ラジオで放送がはじまった平川唯一氏の英語会話の番組「カムカム　エブリーボディー」をきっかけとした英語学習熱や，さらに同年7月に文部省が通達した，翌
1947年（昭和22年）度から国民学校にローマ字教育を採用するという方針などにヒントをえたと思われる企画の『ペンマンシップ』，つまり英語ペン習字の冊子を
金沢福音館は出版する．当時の実物や資料が保存されておらず，存命の関係者もほとんどいないところから，記憶と推測にたよるほかはないのだが，この『ペンマ
ンシップ』は実物を見本として各地の小中学校に献本して，直接注文をとるという販売方法をとってかなり成功したそうである．（中略）東京の出版界が再建の軌
道にのるまでのわずかな間，印刷・製本の能力が保持されていた金沢で，福音館は受験勉強用問題集『突破の伴』の発行や，キリスト教会向けの分冊『子供のため
の聖書』，日曜学校用のカード類やクリスマス用品の製作と販売に力をそそいだ．
p.9 － こうした経験を踏まえて，佐藤喜一は書店経営とあわせて出版活動へのさらなる可能性を求め，新制中学校という有望な市場を視野に入れた企画として，中学生が小遣いで買え，ポケットに入れて持歩きできる，手帖サイズの『中学数学公式集』を出版した3．
p.9 1950
1950年（昭和25年）10月に発行した金沢大学教授・山本生三編の『中学数学公式集』は，過去の販売経験を生かし，全国の新制中学校に実物見本を献本して直接注
文をとる通信販売を行って，予想以上の成果を収めた．この成功に力をえて物理・化学・生物の類似の企画にとりかかるとともに，より踏込んだ出版活動を展開す
るために専任の編集者を求めた．（中略）新刊ができるたびに全国の中学校の宛名を封筒に手書きし，その中に実物見本・宣伝用チラシ・郵便振替用紙・ポスター，
ときに既刊の採用学校名一覧などを投込み，封をして発送準備をする．（中略）こうした手間のかかる宣伝販売方法をとったのは，地方の無名の小出版社のものなど，
東京や大阪の取次店が扱ってくれるはずがなく，やむをえぬ方法であった．
p.10 －
「福音館小事典文庫」の将来を考えると，中学生向けの学習参考書だけでなく辞書やその他の特色ある企画に取組む必要があると考えて立案したのが『憲法・宣言・
条約集』であった．（中略）社会科や歴史学習の手引となるものが，中学生のみならず高校生や大学生，一般社会人にも必要であると考え，小事典文庫の読者層の
広がりをも意図して企画し編集した4．また金沢美術大学の先生方の協力をえて，類例のない小型の『日本古美術小事典』も企画した．
p.10 1950
小事典文庫の編集と並行して手がけたのが亀谷凌雲著『仏教からキリストへ』である．（中略）この原稿を本にすることは，福音館としては損得を度外視しても実
現しなければと佐藤喜一は考え5，私ははじめて手がける単行本でとても緊張したが，装幀もなんとか自分なりの判断でデザインした．ようやく本ができあがった
とき，亀谷凌雲先生はご自分の著書を全国の小中学校，できれば高校と大学へももれなく献本する考えであると語られた．（中略）佐藤喜一は（中略）先生のご希望
どおりにすべてを手配した．
p.11 1951-1952
1951年（昭和26年）5月に数学・生物・化学・物理の小事典が揃い，9月に『国語・国文法小事典』がでた頃，各地の学校からの注文も順調に入る一方，東京の取次
店からも引合いがくるようになった．（中略）1952年（昭和27年）の春頃，東京に品渡し所を設けることになり，神田三崎町2丁目の多田製本所のまさに軒先を借りて，
金沢から社員を1名派遣して品出しをすることになった．（中略）そしてこの前後から小事典文庫の販路の目処がたつようになり，次第に佐藤喜一は出版部門の独立
を志向するようになっていた．1952年（昭和27年）2月1日，福音館書店は佐藤喜一が代表役員となって，金沢市広坂通の地に有限会社として創立された．
p.11-12 1952
小事典文庫の売れゆきは好調で，金沢における印刷所と製本所の能力は限界が見えていたし，流通面でもさまざまな支障がではじめてきたところで，東京進出を決
断した．（中略）当時の福音館書店の経済的基盤は全国的に小事典文庫にかかっていた．（中略）書店を巡回訪問する販売専従の社員を増員して，全国の書店をくま
なく訪問する体制をとった．
p.16 －
東京への進出にともなって出版界の実態やとりわけ学習参考書の分野における熾烈な競争を目の当たりにし，また先行の有力出版社の市場に対する圧倒的な占有率
を知るにおよんで，小事典だけに頼っていたのでは経営の先行きに活路がひらけないと感じはじめた．余力のある今のうちに何か将来性のある企画で，経営の安定
が図れる方策を考えるべきだとの思案から6，新しく独自の月刊誌の企画がたてられないものかという大胆な発想がなされた．（中略）そうした中で社長の佐藤喜一
の書店人として培った勘から，“女と子どものもの”は出版界では比較的安定した商品になりうる7という示唆がだされた．（中略）母親と幼児に焦点をしぼった家庭
教育と保育に関する月刊誌を企画してみようという方向が決った．
p.17-p.18 1953
1953年（昭和28年）9月に「母の友」はＡ5判で40頁，表紙は子どものスナップ写真を使った2色刷り，定価20円で出発した．（中略）書店への委託販売ではないので，
やはり実物見本を全国の幼稚園と保育所に献本して定期購読者を募るという販売方法をとった．その結果は予想以上の反響があり，採算がとれるまでにはいたらぬ
ものの希望をもつことができた．（中略）「母の友」は自社の出版物の広告以外は，一切他社の広告を掲載していない．当時の「母の友」は広告媒体としては余りに
も利用価値のない出版物であったと思うほかはないのだが，この方針は「母の友」につづく数々の月刊絵本や雑誌にも引継がれることとなる．そして販売における
買切制と広告収入に頼らない経営方針こそ，福音館書店の50年の歴史において一貫したものとなる8．（中略）「母の友」の中心的企画であった「こどもにきかせる1
日1話」は，ごく初期には日々のお話の材料として，直接に子どもと接している現場の保育者や童話好きの母親，それに口演童話家を執筆者として編集した．しか
し1頁1話―400字詰原稿用紙にして2枚半―という極端な掌編の童話では，構成や展開に限りがあり物語の質の向上は望めない．童話の創作を専門とする童話作家
に依頼しても，この枚数では限界がある．幼児期という成長の大切な時期にこそ，優れた芸術的な物語を語り聞かせることが肝要ではないかと悩みはじめた．
p.18 1953
1953年（昭和28年）3月に「日本児童文学全集」（全12巻）が河出書房から，同年5月には「世界少年少女文学全集」（全68巻）が創元社により刊行され，児童文学に
対する関心が急激にたかまっていた．（中略）8月には学校図書館法も公布された．12月には「岩波の子どもの本」という画期的な絵本シリーズが発刊され，児童図
書とりわけ絵本と低学年の読物に対する認識に再検討が迫られ，子どもの読書のみならず“子どもとは何か”が根本的に問われるにいたった．（中略）「母の友」もこ
うしたうねりの中で，幼児向け童話の文学性に否応なく目をむけることになり，新旧の童話作家を積極的に起用するとともに，１編の原稿枚数を増やしたり，やが
て連作で作品を掲載するという試みもはじめる9．
p.19-21 1954-1961
1954年10月に「日本幼年童話全集」（全8巻）が河出書房から刊行され，「母の友」の短い枚数では新しい幼児向け童話の可能性を探るにはどうしても限界があると
痛感して企画したのが，1955年（昭和30年）に出版した與田準一編『幼児のための童話集』（第1集），太田博也『風ぐるま』，野辺地天馬『新約物語』，中川正文『カ
ピラ城の王子さま』，岡本良雄・阿貴良一『海をわたった白うさぎ』，筒井敬介『お姉さんといっしょ』，北畠八穂・藤城清治『トンチキプー』であり，翌1956年（昭
和31年）の片山昌造『あかつきの子ら』，佐藤義美編『幼児のための童話集』（第2集）であった．作品はそれぞれに評価はされたが，子どもの読者の反応が今ひとつ
つかめず，読者が見えてこない．また小社の買切制による販売政策と宣伝力の決定的不足も影響して，市場における定着は困難であると判断せざるをえず，ひとま
ず童話の単行本出版からは手を引き，経営基盤を固める新しい出版企画に転換することとした10．(中略）「母の友」の読者層に向けての新しい月刊絵本の企画と，「母
の友」の童話欄を舞台とした新たな連載形式の長編幼年童話の創作への試みに挑戦することになる．(中略）この年は松谷みよ子と神沢利子の中編童話に力をえて，
同年9月号は山元護久「そのてにのるな！」，12月号は中川李枝子「ももいろのキリン」，この勢いにのって1962年（昭和37年）3月号には小沢正「目をさませとらご
ろう」と新人作家を起用した．そして同年4月号からの連載は中川李枝子「かえるのエルタ」で，その年の12月に福音館創作童話シリーズの第一作として中川李枝
子『いやいやえん』を刊行し，単行本の童話出発の再出発を果たすことができた．
p.22 1954
「母の友」を発行して2年目に入った頃，その伸びにかげりが見えた．その原因を探ってみると，他社発行の保育絵本や幼児向け絵雑誌の中に「母の友」と内容の酷
似した付録がつくようになったことが判明した．（中略）現場の保育者との触合いや情報の収集などを通じて，新しい保育を目ざす保育者の中に，多くはないが幼
児保育と児童文学の関わりに関心をもつ人々があり，幼児にも文学性の優れた物語や絵本を与えたいと考えている保育所や幼稚園があることを知った．（中略）絵
雑誌形式で断片的な内容を伝えるのではなく，文学性のゆたかなまとまった物語に，従来の類型的な童画風でない芸術性の高いさし絵を配した，「本」らしい絵本
づくりのイメージが次第に浮かびあがってきた11．
p.23-24 1956
毎号1つの物語にひとりの画家がさし絵を描く物語絵本を，買いやすいペーパーバック版で毎月発行するという，前例のない企画がまとまった．それが月刊物語絵
本「こどものとも」で，定価30円で刊行することに決定した．（中略）「こどものとも」の創刊は1956年（昭和31年）4月である．例によって創刊号は全国の幼稚園，
保育所に実物見本を献本して宣伝をしたが，注文は1万部にも達しなかった．すでに印刷にかかっていた第2号も残部は宣伝用に発送し，第3号から印刷部数の調整
をした．毎月確実にわずかながら部数が増えはするが，採算部数には遠くおよばず苦戦の日々がつづいた．（中略）その矢先にまったく予想もしない知らせが入っ
た．第4回サンケイ児童出版文化賞が「こどものとも」第1号から第11号に対して授与されることが決定したというのである．休刊の覚悟もしていたことであったが，
この受賞で社内の空気は一変した．出版文化賞をいただいて休刊にはできないではないか，社会的に高い評価をえたのだから苦しくても自信をもって発行をつづけ
ようということになった12．
p.24-25 1958-1964
「こどものとも」刊行が3年目に入った頃から，読者層が定着してきたことが感じられるようになった．毎月の販売部数がわずかであるが確実に増え，減ることは決
してなかった．とはいえ書店経由の販売には限界があり，特に幼稚園・保育所の園単位の定期採用の増は思うように伸びない．何か新しい販路の開拓が急務である
ことを痛感した．幸い東京や大阪といった大都市の園の定期採用には手ごたえがあり，希望がもてる．（中略）1959年（昭和34年）11月に東京，12月に大阪，少し遅
れて1964年（昭和39年）9月に名古屋と設立がつづき，この間，本社としても全力をあげて拡販の手助けをした．営業部員だけでなく，担当編集者として東京・大阪・
名古屋の現地責任者の車に同乗し，主要都市の各幼稚園・保育所を訪問して絵本の説明と定期採用の依頼にこれ努めた．（中略）こうして徐々に各県の直販網が広
がってゆくこととなる13．
p.25-27 1961
1961年（昭和36年）1月には小出版社としては思い切った企画であった，外国の絵本の翻訳出版に進出することになる．その経緯は，当時自宅を開放して家庭文庫
の活動をはじめられていた，村岡花子・石井桃子・土屋磁子の3人の方々から，家庭文庫での実践を聞く機会があり，もっともっと子どもに読んでやるのにふさわ
しいよい絵本が欲しいという，切実な声を聞いた．特に欧米にはまだまだ優れたおもしろい絵本が多数あり，それらの作品を是非とも日本の子どもたちにも見せて
読んでやりたいという強い願いがだされた14．現に石井桃子先生の「かつら文庫」などでは日本語に翻訳をしながらアメリカの絵本が読み語られていて，子どもた
ちの反響は上々であることも知った．また公共図書館などでも，やがてそうした海外の傑作絵本の需要が多くなることも予測される15．（中略）まず『100まんびき
片山 ふみ 研究論文　児童書専門出版社における価値志向と利益志向の変遷
― 4 ―
る。この項で扱う期間は，主にその前進となった書店兼出版社
としての金沢福音館書店（区別するために金沢を冠する）につ
いて記述されている部分になる。金沢福音館書店は，キリスト
教の布教活動の一環として出発している（下線１）。これを受け，
キリスト教関連書籍の文書伝道を行うという目的を達成するた
め，その資金づくりの一環として中学校向けの学習参考書，事
典等の市場に参入していく（下線２，３）。
　このような位置づけから，キリスト教関連の出版において
は，利益を得られなくても構わないという姿勢である（下線５）。
一方で，当時の出版活動の大部分を占めるキリスト教関連書籍
以外の出版（主に学習参考書）では，売れる市場を見極め参入
していくという戦略をとる（下線３，４）。つまり利益志向が強
いといえる（長期的利益志向か短期的利益志向かは不明）。また，
宗教書以外においても下線４に表れるように読者に何らかの指
針を指示していくような姿勢が認められる。様々な世代に対し
て，出版を通じて戦後日本の方向性を教えていくということで
あり，これは長く続く価値を実現していこうとするものと考え
られ，普遍的価値を志向しているといえる。
　以上よりキリスト教関連の出版では宗教という普遍性をもつ
題材を扱うこともあり普遍的価値志向，それ以外の出版ではⅠ
かⅡを志向している。
　1952年に書店から出版部門を独立させ福音館書店が創業する。
3.1.2 1950年代－1960年代 
　福音館書店の児童書分野への進出は，創業１年後からになる。
学習参考書分野で利益が得られなくなったことからの方針転換
であり（下線６），経営維持が目的であった（下線７）。童話の
単行本出版から撤退した理由（下線10）や販路の拡大理由（下線
13，15）からも，この時期は利益を上げるという目的が強かっ
たことがうかがえる。しかし，広告収入に頼らないことを強調
しており（下線８），そこからはスポンサーの意向に左右されず，
社の方針を貫きたいという思いや，正当な方法以外で，利益を
のねこ』と『シナの五にんきょうだい』の2冊を選んで翻訳出版をすることとした．（中略）どうしても日本語版も原書のレイアウトと同じように，日本語のテキス
トをヨコ組みでレイアウトする以外に方法はない．これにはまったく困り果ててしまったが，ほかに方法がなければやむをえないと，とうとう本文ヨコ書きで横長
の版型の絵本を編集して出版した．案の定，書店からこんな横長の絵本は本棚に並べにくいという苦情がつぎつぎとくる．学校の先生方からは，国語教科書がタテ
書きなのに絵本の本文をヨコ書きにするとは何事かとお叱りを受ける．ところが保育者の方からは，幼児に読んでやったら予想以上に喜んで聞いてくれたといった
反響がしきりと伝えられた．小学校低学年の先生方からも好評をいただき，子どもは本文ヨコ書きにあまりこだわらないことがわかった．つぎに翻訳出版した『ア
ンディとらいおん』と『いたずらきかんしゃちゅうちゅう』もヨコ書きにしてこそ，さし絵と文章がみごとに一体となっておもしろい物語の世界を子どもに伝えら
れることを認識した16．
p.29-30 1962-1964
1962年（昭和37年）秋と翌1963年（昭和38年）にフランクフルト国際図書展を見学し，国際的な出版の現状と出版権取引きの実際に触れ，また各国の一流の編集者
の謦咳に接して，その編集に対する高い志や創造性への鋭い意識，また作品への自負に圧倒された．（中略）同時にスウェーデン，デンマーク，スイス，フランス，
オランダ，イギリス，アメリカなど欧米の有力出版社の編集者が「こどものとも」に強い関心を示し，翻訳出版の申出を受けることができて，絵本出版の未来に明
るい希望がもてるようになった．（中略）「こどものとも」2冊のアメリカ版の製作から学んだ最大のものは，絵本の製本様式についてである．かねがねアメリカで
出版されている絵本には，書店やブッククラブなどで販売されるトレード・エディション仕様と，図書館で購入されるライブラリー・エディション仕様のあること
は知っていたが，プレンティスホール社が2冊の絵本の製作を日本でして輸入したいと注文してきたときは，まったくの未経験の受注でありひじょうに不安な気持
ちになった．（中略）その経験と技術を活用してハードカバーの絵本の製本をはじめたのは，恐らく福音館書店がわが国で最初だったでしょう17．おかげで小社の絵
本は，読者や図書館から頑丈で壊れにくいと大変好評をえた次第です」（中略）1963年（昭和38年）から1964年（昭和39年）にかけて，各国の出版社との版権の取得
や譲渡の契約交渉などが急にあわただしくなり，将来はもっと関連する業務が増加する可能性が考えられるとともに，そうした交渉や交流の中から欧米の出版界の
考え方や商売の仕方，また文化的な情報や人の動きなどを適確に察知し，学ぶことができることに思いいたり，著作権に関する業務を自社で実施する必要性を感じ
て，社内におけるその業務の位置づけと人材育成の方針をとった．
p.31-32 1962-1963
福音館書店が子どもの本の出版社への意向をはっきりと打ちだしたのは，1962年（昭和37年）の後半から1963年（昭和38年）にかけてである．その頃「こどものとも」
は完全に軌道にのり順調な伸びを示していたし，翻訳絵本の「世界傑作絵本シリーズ」の市場も安定してきていた．（中略）福音館をフクオンカンと読まれる方が
かなり多く，中にはフクネカンと読む人もいたが，ようやくフクインカンという読み方が浸透し，子どもの本の出版社として認められたと受けとめることができた．
p.32-33 1962-1963
子どもの本の出版社としての社会的認知がようやく確かなものとなり，さらなる出版活動への挑戦も可能だと思えるようになったところで，1962年（昭和37年）12
月に創作童話出版への再出発として『いやいやえん』の刊行に踏切った．（中略）『いやいやえん』は予想をはるかにこえる反響があり，幼年童話に新しい展望をひ
らくきっかけとなった．そして翌1963年（昭和38年）には『エルマーのぼうけん』を刊行した．この作品はアメリカで図書館学を研鑽され，またニューヨークで児
童図書館員の経験を積んで帰国された渡辺茂男氏から，アメリカの子どもたちに絶大な人気のある物語として紹介された．（中略）『エルマーのぼうけん』もまた読
者を完全に魅了し，子どもと児童文学の関わりの本質を理解する絶好の手がかりを与えてくれた．それとともに一時的に評判になる子どもの本と，永く読み継がれ
る子どもの本との差についても大きな示唆を与えられた．“永遠に女性的なるもの”という言葉があるが，“永遠に子ども的なるもの”という本質があるのではなかろ
うか．それを見極める目をもちたいものである18．
p.34-35 1957-1973
1957年（昭和32年）のスプートニクショック以来，アメリカが科学教育に俄然力を入れはじめ，子ども向けの斬新な科学書の企画がされるようになったことは書評
誌やカタログなどで気づいていた．（中略）ようやく絵本市場が安定しはじめた1965年（昭和40年）頃から社内で幼児や低学年対象で楽しく好奇心をかきたて，しか
も専門家が見ても納得できる科学書の企画ができないものかという願望と意見がではじめた．そこでわが国で出版されている子ども向けの科学書を調べてみたが，
子どもが胸躍らせて読むような作品はなく，本格的な科学の絵本もない．海外ではどういう状況なのかを知りたいと考え，思い切って編集者を派遣して旧ソ連やヨ
ーロッパやアメリカの科学書の出版状況と，その編集方針を探り，できれば著名な書き手や専門家，それに図書館員の意見などを直接見聞きして調査してみること
にした．その出張報告によると，旧ソ連には翻訳に値するほどの魅力的なものはなく，アメリカに特に低学年向きによく工夫されたものがあることがわかった．そ
の結果，主にアメリカで出版されている科学書の中から定評のあるもので，学習書的でなく子どもの本として楽しめ，わが国の子どもにも知ることや考えることの
魅力が感じられる科学書を厳選して出版することとした．（中略）それが1966年（昭和41年）11月に刊行を開始した「科学の本」である．（中略）1973年（昭和48年）
から逐次刊行した藪内正幸氏の「日本の野鳥」シリーズは，長年にわたって準備してきた子どもにもおとなにも興味がもてる生物図鑑の試みであり，わが国の図鑑
の絵画表現に一石を投じた作品である．この頃から翻訳でなく書下ろしの科学書を全面的に企画し，子どものための科学書の分野に話題作を発表できるようになっ
た19．（中略）この「科学の本」シリーズは当初は小学校低中学年向きの作品が主であったが，その編集経験から幼児の感性にうったえ，その好奇心を引きだせる幼
児向けの科学絵本が企画できるのではないかと思われた．
p.35-36 1977
「こどものとも」の読者層は4歳から5歳に的をしぼって編集をしていた．この年齢は言葉の力や想像力が驚くほどに伸びる時期であり，物語の“それから”というス
トーリーの要素と，“どうして”というプロットの要素の組合わせのおもしろさをどんどん吸収し理解して，おとなが無理をせず適確に働きかけると予想以上に多様
な物語体験ができることを，編集の実務を通して経験させられた．そして「こどものとも」や書籍の絵本の中でストーリー性の明快でしっかり構成されている物語
であれば，3歳児でも充分に理解でき満足してくれることも，度々保育者から教えられ，物語絵本の入口は3歳児にあるのではないかという思いを強くしていった20．
（中略）欧米諸国で子どもがはじめて出会う絵本の典型とされる「ものの絵本」，つまり正確な写実で質感と形態をしっかりと描きだした子どもがはじめてものを知
る絵本や，さらにごく身近な幼児の日常の生活体験を遊びの感覚で追体験したり，子守唄のような温かい言葉の響きや語りかけを楽しめる詩のような絵本といった
作品を組合わせ，1977年（昭和52年），「年少版こどものとも」として創刊した．
p.36 1995
その後も絵本の出版は活況をつづけ，絵本を読んでやる対象年齢が低くなってゆく傾向がはっきりと示されるようになり，乳児保育の現場でも満1歳未満の子ども
が絵本に興味を示し，好きな絵本を読んでやれば繰返し耳を傾け目を輝かして絵本に見入るといった例がみられるようになった．しかしそうした乳児をしっかり
と読者対象としてとらえて企画されている絵本は多くはない．海外にも余り適当なものはみられない．（中略）そんな赤ちゃん絵本を世界に先駆けて企画し，過去
の編集経験を動員して取組み出版することを決意し，1995年（平成7年）4月に「こどものとも0.1.2.」を創刊した21．この「年少版こどものとも」と「こどものとも
0.1.2.」は海外からも注目をあび，欧米やアジアで日本の乳児と低年齢児のための幼児絵本の評価を決定的なものにするにいたっている．
p.37 1985-1992
1970年代から80年代へとつづく日本の経済の驚異的な発展は，われわれの日常生活の身辺を物の洪水でみたし，物のゆたかさと便利さが生活の指標となり幸せの
基準と錯覚させるほどになった．子どもたちも物に埋まり物に幻惑されていった．（中略）不思議を感じる力や驚きに目を見はる心の働き，また好奇心の芽が摘み
とられてゆくようでとても気になる．（中略）物があふれると無関心も蔓延する．物や出来事を見詰めると好奇心は広がる．このような発想を社内で煮詰めて生ま
れたのが，1985年（昭和60年）4月に創刊した「たくさんのふしぎ」である22．（中略）「こどものとも」と「かがくのとも」に学んだ月刊絵本の異なった，また共通
する編集経験は，その後のわが社の月刊絵本の新企画の土台となり栄養となっているが，そうした月刊絵本の土台にたって，なお小学校低学年の子どもたちの幅広
い興味にこたえられるような月刊雑誌づくりはできないものかという課題に挑戦して，毎月毎号ノンフィクション，フィクション，マンガの3本を掲載する「おお
きなポケット」を1992年（平成4年）に創刊した23．
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得ようとはしないという意識をも汲み取ることができる。
　つまり，ここでは最低限の運営資金の獲得のために手さぐり
の状況であったと考えられる。ここで表れる記述だけでは児童
書分野進出時の利益志向が，短期的利益の志向か長期的利益の
志向かは判断出来ないが，受賞を機に，レーベルや作品を長く
維持し，売っていこうとする意識をもつように変化したこと（下
線12）を考えると，逆にその変化の前に相当するこの時点では
相対的に短期的利益を志向していたという認識を読み取ること
が可能である。よって，児童書分野進出当時の児童書に対する
利益志向は短期的利益志向であると分析できる。
　児童書分野進出時，明確にはみられなかった価値の側面は，
徐々に変化していく。まず，社会的，業界的な動きが子ども観
や児童書の企画に影響を与え，文学的な役割を認識するように
なったことが読み取れる（下線９）。それを具体的な企画に落
とし込むために，保育士や幼稚園教諭，児童文学者との交流か
らヒントを得（下線11，14），文学性と芸術性をもつ本の出版
をめざすという方向性を定める（下線11）。さらに，児童書出
版社というスタンスを明確にした1963年には，福音館書店がめ
ざす方向性，つまり企業理念に当たる部分が明確化する（下線
18）。それは「永く読み継がれる」本の刊行である（普遍的価
値志向）。
　また，受賞による社会的なステータス獲得への喜び（下線
12），自社を絵本出版分野における嚆矢と捉える記述など（下
線17），象徴資本を獲得していこうとする姿が描かれており，
これは普遍的価値の志向と分析できる。 
　以上より，児童書出版分野進出時には，短期的利益志向であ
ったが，業界の動きや購買者との交流を通じて普遍的価値志向
が芽生えていく（Ⅱ）。さらに，受賞を機に長期的利益志向を
志向していく（Ⅰ）。
　下線11，14に表れるように，保育士や幼稚園教諭，家庭文庫
関係者との関係は，企画の着想を得るために有効に働いている。
ほかに児童書に関係する大人となりうる小学校や中学校，高等
学校の教員や，書店員に対してはこのような姿勢はみられない
（下線16）。
3.1.3 1970年代以降
　保育士からの意見によって企画を立てる姿勢（下線20）や，
象徴資本への志向（下線19，21）は，ここでも強調される。そ
して，どのような時代にも変わらなく子どもにもっていてほ
しいと福音館書店が考える，「不思議を感じる力や驚きに目を
見張る心の動き，好奇心の芽」を『たくさんのふしぎ』創刊
の動機とするように（下線22），企業理念にみられた普遍性を
追求する姿勢も引き継がれている（普遍的価値志向）。一方で，
これまでになかった小学生向けの月刊誌に手を広げ（下線23），
そこではマンガという新ジャンルにもチャレンジしている。
　創業時からあった読者に何等かの方向性を指し示していくと
いう姿勢（ブルデューのいう新たな市場を開拓していく危険な
投資）ではなく，子どもたちの興味に応える（下線23）という姿
勢（ブルデューのいうすでにある市場に参入する確実な投資）
が新たに表れる（Bourdieu　1995；p.229-230.）。これは同時代
的価値志向かつ短期的利益志向の芽生えといえる（Ⅲ）。
3.2 フレーベル館
　抜粋には『フレーベル館100年史』を用いる（表２参照）。
3.2.1 1945年まで
　フレーベル館の前身白丸屋は，玩具販売の業者である。東京
女子高等師範学校付属幼稚園の中村五六，和田實と創業者高市
次郎との出会いが足掛かりになっており，創業当時から幼稚園
とのかかわりを強くもっている（下線１）。
　出版事業を開始するのは，創業から20年後の1927年，観察絵
本『キンダーブック』の創刊からである（下線２）。幼稚園令
の公布に対応させての展開である。子ども好きな創業者が幼児
教育に対して価値を見出し，それが出版活動につながっていた
と考えられる。ここでは志向の把握はできないが，下線３のよ
うに直販方式を採用したことで，全国の幼稚園と太いパイプで
結ばれていたことは確かであろう。下線４，５からは，創業者が，
一出版社の社長を超えて，日本の幼児教育を代表する立場とな
っていたことがわかる。
3.2.2 1946－1970年代
　戦後から1950年代の記述では，倉橋惣三が大きく取り上げ
られる。経年ごとに記述されている本文とは別に，「子ども文
化への熱いかかわり：倉橋惣三先生を中心として」（北林衛　
2008；p.242-257.）という節で15ページ以上を割き，改めてその
業績について振り返っている。このことからも，倉橋惣三はフ
レーベル館に多大な影響を与えたことがわかる。
　戦後，子どもの教育のあり方が試行錯誤する中で，倉橋惣三
の一貫した教育理念が，日本の教育に取り入れられていったこ
とを強調し（下線６），彼の熱意が経営状態悪化の際も『キン
ダーブック』を維持していくことに貢献したことを記述してい
る（下線７）。これは，フレーベル館の理念が，倉橋惣三のそ
れと合致していたことを示している。つまり，倉橋惣三の生き
方がそうであるように，フレーベル館自体の出版活動も一貫し
た理念に基づいて行われていたということを記している（Ⅰ）。 
　1970年以降，月刊絵本の競争激化によって，テーマを細分化
していく（下線８，９）。これは他社に市場を奪われぬように行
った処置であり，経営維持のための戦略といえる。これまで利
益の側面では，たとえば経営不振時においてでさえレーベルを
長く維持しようとする意識をもっていた。しかし，この時期に
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はその意識は薄れている。つまり長期的利益志向から短期的利
益志向に移行したといえる。
　一方で普遍的価値志向はかわっていない。1973年から『キン
ダーブック』に「アンパンマン」の連載が始まるが，それにつ
いてやなせたかしの言葉を記述している。やなせたかしによれ
ばフレーベル館は「利益をあげることを拒絶する」社風をもち，
「利益追求よりも社会還元」「時流にさからってでも良心的な仕
事に徹する」（北林衛　2008；p.78.）という姿勢があるという。 
下線８，９のような戦略から「利益をあげることを拒絶」して
いるとは言いきれないが，少なくともフレーベル館が，創業以
来一貫した強い価値志向で活動を行っていると周囲が認めてい
ることを指摘できる。以上より1970年代については，短期的利
表２　フレーベル館の抜粋（3.2.1~3.2.3の分析に対応）
頁数 年 抜粋
p.42-44 1876-1908
高市次郎は，明治9年1月19日愛媛県温泉郡小野村大字平谷（愛媛県松山市）に高市浪次・ムメヨの長男として生まれました．（中略）明治30年3月高市は愛媛県尋常
師範学校を卒業し，（この年和田實もまた当時中村五六が学校長だった神奈川県尋常師範学校を卒業しています．）（中略）明治33年6月7日，高市は愛媛県新居群新
居浜村住友私立惣開尋常高等小学校に奉職，尋常科学級を担当し，この地で5年間勤務ののち，明治38年7月4日愛媛県温泉郡素鷲村素鷲尋常小学校に訓導兼校長と
して就任しています．同じ年の9月和田實は横浜市第六尋常高等小学校を休職して渡米を計画しますが果たせず，10月中村五六に招かれて東京女子高等師範学校（現・
御茶の水女子大学）附属小学校嘱託となり，翌39年3月同校に保育実践科が設けられると，助教授として指導にあたりました．明治39年，素鷲尋常小学校を依願退
職した高市が上京し，東京市神田区橋本小学校に上席訓導として奉職します．（中略）そして早くも翌40年4月高市は東京市麹町区飯田町4丁目に白丸屋を開店しま
した．なぜ，高市は校長という地位を捨ててまで，子どもたちのための玩具開発に走ったのでしょうか．高市の若い時分からの子ども好き，生来の器用さ，人形好き，
そして，ものを創り出すことの至福感が，当時飯田町に世帯を持っていた和田實との出会いに触発されて，その才能を大きく開花させたのではないでしょうか．（中
略）高市は「東京女高師の和田實先生が仰せらるるには『幼稚園の恩物の如きは，30年来実に一つの改良進歩をみない．又幼稚園の用品に就いても進歩せりと認め
得るものが何もない．これではいけない．須らくフレーベルの幼児保育のものを研究するならば，益々深く之を究め，恩物類も亦用品も発売しては如何』というこ
とで」，東京女子高等師範学校付属幼稚園主事中村五六，同園和田實の指導を受け，研究を重ね，保育用品を制作発売しました1．（中略）明治41年4月，九段中坂上
に移転してフレーベル館と改称します．（中略）和田實の『幼児の生活を中心にした保育』という考え方と『子どもの実際の生活に欠くことのできない玩具の考案』
という主張は，以後互いに補い合い，保育界をリードしていきます．
p.47 1926 大正15年4月21日フレーベル生誕の日に「幼稚園令」が公布され，翌22日「幼稚園施行規則」が制定され，新たに加えられた「観察」は新保育項目の眼目となり関心を呼びました．
p.47-48 1927
昭和2年5月，フレーベル館の新たな事業として「観察絵本」発刊が計画されました．高市は絵本創刊の意図を次のように伝えています．「幼児教育界の権威岸辺福
雄先生編集指導のもとに，種々の点に新機軸を打ち出し，真に本誌の使命を完ふしたいと期してゐる．文字を自由に読むことの出来ない幼児の為に，絵画を以て描
かれたる，統一あり，連絡ある一冊の単行書籍である．新幼稚園令の観察項目の加へられたるを機として弊社は此の新計画を発表し2，謹みて大分斯会に捧げたい
と思ふ」（「幼稚園用品目録」昭和2年度）和田トヨ談－「当時市販に出ているものは，真に幼児を理解して書かれているものは殆ど無いといってもよい状態でした．
それで園長（和田實）が高市さんに相談して，園長の指導によって観察絵本としてのキンダーブックが生まれたのです」と語っています．（中略）一番特筆しなけれ
ばならないことは直販方式ということを考えついたことです．（中略）こうした努力が歓迎されて，たちまち10万部の準備刷が出尽くし品切れになったといいます3．
p.50-51 1931-1935
昭和6年7月アメリカデンヴァー市で開催された第4回世界教育会議に社長高市次郎は日本代表として出席4，英文意見書「玩具による教育」を朗読しました．帰途欧
米各地の玩具人形及び幼児教育施設を視察，ドイツではベスタロッチ＝フレーベル・ハウスを訪問．ヨーロッパの童画家に執筆を依頼し，キンダーブックに掲載
しました．（中略）昭和10年7月副社長高市慶雄はオックスフォードで開催された第6回世界教育会議に出席5，幼児教育部会に参加し「日本幼児教育の現況」を講演．
帰途1カ月にわたり欧米23カ国を歴遊し，各地の幼稚園保母学校を視察，モンテッソリー，ヒル，オウエンなど世界的に有名な幼児教育家と意見を交換，フレーベ
ルの遺蹟を踏査来訪しました．
p.52-53 1941-1944
昭和16年11月1日「株式会社フレーベル館」を「株式会社日本保育館」と改称．（中略）昭和17年4月「観察絵本キンダーブック」を「観察絵本ミクニノコドモ」と
改題し，同誌は毎月27日全国書店にて1冊定価35銭で一斉に発売されました．（中略）ミクニノコドモは昭和19年1月26日発行の第16巻第11編「セキタンヲホルヒト」
をもって終刊となりました．（中略）昭和19年4月1日「日本ノコドモ」創刊号「リクノアラワシ」が国民図書刊行会から発行されました．6月高市次郎は静岡市鷹匠
町に，高市慶雄は静岡市大岩に疎開し，日本保育館の業務は停止し休業に入りました．
p.254 1946-1947
昭和21年アメリカから教育使節団が来日して日本の教育の改革を勧告します．倉橋先生は文部省の教育刷新委員会にメンバーとして教育基本法，学制などの県議
の作成に参加します．その結果基本法のなかに幼稚園を位置づけ，幼稚園という名称も残すことになりました．（中略）そして昭和22年に文部省が手引書『保育要領』
を作成するに当たって先生に委員長を委嘱，翌年発行されます．占領下の作業であったため，アメリカ教育使節団の示した骨子にはよっているものの内容は倉橋先
生の教育思想そのものが盛り込まれたものとなっています6．これはのちの『幼稚園教育要領』にも受け継がれています．
p.54 1946
昭和21年1月30日「株式会社日本保育館」を「株式会社フレーベル館」と旧社名に変更しますが，この混乱の中，前社長高市慶雄が3月11日疎開先の静岡市大岩で，
49歳の働き盛りの若さで死去しました．同年8月20日，関東に倉橋惣三による「新しいもの―キンダーブックの再刊―」を掲げ，観察絵本キンダーブック復刊第１
集第1編「ムギ」が復刊されました．
p.57 1951
フレーベル館は昭和25年夏から秋，秋から年末へと経営状態は悪化をたどります．この衰運を挽回し，経営を立てなおす方策を凸版印刷株式会社の援助に求めま
した．（中略）昭和26年1月24日代表取締役林鉄男以下旧役員が退任し，翌1月25日代表取締役に小高龍治（明治41年東京生まれ，昭和15年凸版株式会社に入社．25
年当時は凸版株式会社板橋工場作業部長），取締役に柳川太郎，中村友吉郎，監査役に梶實が就任しました．
p.57 1951-
25日昼，倉橋惣三はキンダーブック編集担当者を中野の自宅に呼び「キンダーブックを存続させることが使命である」と話されました．（中略）フレーベル館の経
営陣が改まったことにより，執筆者の動揺を抑え，変わらぬご協力を得るため，顧問倉橋惣三は2月から3月にかけて，編集者大塚悊とともに，武井武雄，河目悌
二ら画家宅を訪ねました．この執筆者歴訪は厳冬の時期でもあり，大変な労苦を強いるものでした．（中略）この執筆者訪問は顧問倉橋惣三のキンダーブックに寄
せるなみなみならぬ熱意のあらわれであり，「キンダーブックを存続させることが，私たちの使命である」と語った言葉を実践してみせたものでした．倉橋惣三は
毎週1回編集室に出社し，若い編集員とともに話し，ともに考え，時には校正の仕事まで手伝い，また自ら凸版印刷板橋工場へ出張校正に出かけたりしました．倉
橋は幼児の教育，キンダーブックの復刊を心からよろこび，その存続と編集指導に情熱を傾けましたが，これは日本の子どもたちに美しいもの，ほんとうのものを
与えたいという高い教育的見地からでた言行です7．以降，この思想と実践がフレーベル館の事業と本づくりの理念を脈々と伝える大きな力となります．
p.65-69 1972-1981
さらに47年4月，それまで年齢別毎月2冊発行されていた観察絵本キンダーブックを「①－情操」「②－観察」「③－科学」の3種類とし，“情操を豊かにし創造力を伸ばす”，
“観察の眼をそだて心情を豊かにする”，“科学する心を育て自然に楽しませる”を，それぞれの編集の基本的なねらいとし発行されました．また，月刊絵本の販売競
争激化の萌芽もはっきりみられた時期です8．（中略）月刊絵本の販売戦激化と購買者のニーズの細分化に，“わが道をゆく”考え方のみでは対応しきれず，55年，園
児を持つ母親のための月刊誌「ホームキンダー」を終刊させ，「あおぞら（現・がくしゅうあおぞら）」を創刊させました9．（中略）市販図書は明るい本，楽しい本，
正しい本の出版を基本姿勢として，幼児から小学校中学年までを対象にして発刊していました．
p.69 1981 市販部門に関しては，海外の翻訳絵本の出版が，56年前後から本格化します．
p.70 1983
それまで静かに進行していたアンパンマン人気をいっきに高めるために，積極的な開発・販売体制がとられ10，59年に発売した「アンパンマン手おどり人形」は子
どもたちの高い評価を背景に，保育現場に広く浸透しました．販売方法の拡大のひとつとして，大型キャラバンによる，大型商品の全国訪園販売が開始され，また，
支店・代理店・特約店の書店機能も稼働をはじめます．
p.230-231 -
毎週火曜日の夕方になると，日本テレビ音楽の大会議室で会議が開かれる．アンパンマン会議である．（中略）アンパンマンは，ただ売れればよい，という考えは
持たない．「アンパンマンは高品質」という評価を得てこそのヒット商品でなければならないのであり，「どんな時代でも安定した定番キャラクターであり続けるこ
と」のためにアンパンマン会議はある11．
p.70 1987
園児減少の影響は，保育絵本のニーズに大きく影響し，各社とも年齢別，ジャンル別絵本の細分化に拍車をかける結果になります．フレーベル館では，62年に「キ
ンダーブックジュニア（現・キンダーブック1）」を3歳児用として創刊します12．保育現場のニーズに応えていくことは，商品提供者には当然のことですが，一方で
商品細分化と販売数の減少傾向によるコストアップは，キンダーブックだけではなく，フレーベル館商品の全体的な課題として残りました．
p.72 1996 アンパンマンによる販売収益の安定を基礎に，絵本からその周辺出版物，とくにノンフィクションへのジャンルの拡大がなされ，上記「風にのれ！アホウドリ」「森の新聞シリーズ」はその成果の一端です．学校図書館を販売先として，明確にターゲットとしたのもこの時期です．
p,72 1996-1999 平成8年から11年にかけ，市販出版物の各種受賞が相次ぎます．
p.239 1987
当時，書店さんの店頭では，児童書のコーナーが少しずつ狭くなる傾向にありました．また，初版が勝負の時代を迎えていました．初版で動きが悪いと，すぐに返
品されてしまいます．一度返品された本がロングセラーになることは至難の業です13．書店さんに売れそうな本だと判断していただき，いい場所に置いていただく
こと，そして売れて回転し，書店データに売れる本だと刻印すること，ここからすべてが始まる時代を迎えていました．これらのことから，営業では，事前に書店
さんに対するPRを徹底した結果，全国120の書店さんで平積みをしていただけることになりました14．（中略）その当時，若者たちの相手ではテレビゲームがはやっ
ていました．編集的には，「ウォーリー」はゲーム性を強く持っている絵本なので，テレビゲーム感覚に共感できる，若い感性をもった役者，唐沢則幸氏を起用15
することにしました．（中略）さらに素晴らしいことは，「ウォーリーシリーズ」は，ベストセラーになったにもかかわらず，今も定番のロングセラー商品として生
き続けていることです16．
p.74 2007 平成19年4月，フレーベル館は創立100周年を迎えるにあたり，「企業理念」「経営信条」「行動指針」を明文化，制定いたしました．「私たちは子どもたちの健やかな育ちを支える知と感性にあふれた豊かな価値を創造し　社会に貢献します」（企業理念より）
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益志向かつ普遍的価値志向である（Ⅱ）。
3.2.3 1980年代以降
　1980年代は月刊絵本での収入が落ちていくとともに，市販部
門での活動を展開していく。これらの時期を考えると，月刊
絵本の赤字を補うために市販部門を拡張させていったと考え
るのが妥当であろう（短期的利益志向）。まず，アンパンマン
関連商品の販売拡大（下線10）についてみてみる。これはキャ
ラクター戦略として市場を拡大し利益を得ていこうとする活動
である。ただし，子どもたちに長く愛されるキャラクターとし
て維持し続けていこうとしており（普遍的価値志向），ただ単
に突発的な売上高の増大だけをめざしたとは考えにくい（下線
11）。 
　次に，ウォーリーシリーズについては，テレビゲーム人気に
合わせる（下線15）という流行を意識した戦略をとる（同時代価
値志向）。そしてそれを長期的に維持していこうとする（下線
13，16）。また，下線14には書店の棚の確保のための営業があ
ったことがわかる。つまり，ウォーリーシリーズの営業活動か
ら，価値志向（ロングセラーの実現）の基礎として，利益志向
があることを指摘できる。
　よって，アンパンマン関連商品についてはⅡを，ウォーリー
シリーズについてはⅣを志向していたといえる。
　アンパンマン関連商品やウォーリーシリーズの共通点として，
市販部門ではより多くの人びとに受けいれられるような方針が
とられていることが挙げられる。これらの成功によって資金力
を得たフレーベル館は，さらにジャンルの拡大や，市場の拡大
を行っていく。
４．考察
4.1 仮説の検証
　幼保ルートには，幼稚園や保育園に直接販売する方法と書店
を通して販売する方法がある。書店を通して販売していく方法
については，いずれの社史でも取り上げられていなかった。本
稿で取り上げた福音館書店とフレーベル館以外にも学習研究社，
世界文化社，ひかりのくに，チャイルド社，鈴木出版，メイト
出版などが幼稚園・保育園に対して直接販売ルートをもつ出版
社として有名である。これらの出版社は，保育教材，教具，遊
具など保育現場に必要となる様々な物品で商品展開し，その中
で出版物も販売していくというスタイルをとる出版社も多い。
直接販売される出版物は月刊絵本と呼ばれる幼児向けの雑誌で
あり，物語絵本や科学絵本，観察絵本など性格の異なる数種類
のものが各社から刊行されている。
　フレーベル館はこういった月刊絵本を主軸として出発した出
版社であり，福音館書店は児童書出版を志した後は月刊絵本を
主体にしている。 フレーベル館では創業当初から東京女子高
等師範学校の付属幼稚園と強い結びつきをもち，幼児教育にか
かわってきた。創業者や創業者とかかわった研究者，保育現場
の人間が幼保ルートに関して強い普遍的価値志向をもっており，
月刊絵本創刊時点ではⅠを，1970年以降では他社との競合の中
でⅡを志向している。また月刊絵本の低迷を補うことで書店ル
ートに進出し，ここでは短期的利益志向や同時代的価値志向の
側面が表れた。出版物によって志向が違ったが，書店ルートに
本格的に参入した1980年代には，ⅡやⅣを志向している，つま
り，書店ルートでは同時代的価値志向や短期的利益志向が表れ
やすいといえる。
　福音館書店は，書店ルートでの失敗を機に直接販売網を広げ
ていく。失敗する以前の書店ルートではⅠかⅡを，幼保ルート
に市場を定めてからはⅠを志向していた。幼保ルート進出以降
も書店ルートでの活動を行っているが，福音館書店の社史は，
主として幼保ルートについて書かれているため各ルートへの志
向の違いを読み取ることはできなかった。しかし創業当時書店
ルートでⅡを志向していた可能性があることや，ターゲットと
する年齢層を小学生にまで拡大させる1970年代には同時代的価
値志向が表れることを考えると，幼保ルート以外の側面でⅠ以
外の志向が表れる可能性が残る。
　以上より歴史的な変遷の中においては，幼保ルートでは片山
（2010，2012）の知見は支持されない可能性が指摘できる。む
しろフレーベル館の事例のように，幼保ルートでは普遍的価値
や長期的利益を志向し，書店ルートでは同時代的価値や短期的
利益を志向することもある。
4.2 片山（2010，2012）の止揚
　ここまでみてきたように，幼保ルートについては，仮説が棄
却される可能性が指摘できる。ここでは，同様に非書店ルート
に分類される学校図書館ルートと比較することによって幼保ル
ートにおける児童書専門出版社の志向を考察する。
　フレーベル館や福音館書店では，彼らのアイデンティティは
書店ルートではなく，幼保ルートにあるということが社史の記
述量からも明確である。このように，彼らが児童書出版の主た
る舞台をどう捉えるかによって志向の区別は異なってくると考
えられる。特に，幼保ルートは，学校図書館ルートとは異なり，
出版物以外の面でも保育現場に密着した商品展開を行っており，
当初から書店ルートとは明確に区別された独自の販売ルートで
ある。それに比べて学校図書館ルートは，1953年時点では書店
ルートとの区別がなかったルートであるし，児童書専門出版社
の書店ルートと学校図書館ルートの区別が顕著になる1970年代
以降においても，総合出版社の多くがそうであるように，書店
ルートと学校図書館ルートでの商品を汎用的に扱うことが可能
となるルートである（片山　2014）。このように学校図書館ル
ートはいわば書店ルートから分化したルートといえる。
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　「児童書専門出版社は，書店ルートではⅠを非書店ルートで
はⅢを志向する」という片山（2010）の知見は，「児童書専門出
版社は，創業当時あるいは児童書出版進出時から使用していた
ルート，要は彼らがアイデンティティ，レゾンデートルを感じ
るルートではⅠを志向し，それ以外のルートでは別の志向をす
る」と止揚することができる。
５．おわりに
　本稿では少ない事例からではあるものの，幼保ルートでは片
山（2010，2012）で得られた知見とは別の志向があり得ること
を指摘し，各社がいずれのルートを創業時の志にかなった，い
わば本業と捉えるかが重要なポイントとなることがわかった。
　幼保ルートについて，片山（2010）では，「実際の本の内容よ
り営業マンの人柄で勝負できる」や「園長，先生に営業マンが
どれだけ気に入られるかが重要」といった本稿で表れたような
強い価値志向とは正反対の発言がなされており，このように志
向が変化するきっかけはどこにあるのかを探っていく必要があ
る。また，総合出版社の中にも幼保ルートを持ったことがある
社が存在する（学習研究社50年史編纂委員会　1997）（集英社
社史編纂室編　1997）。これらと比較することによって，児童
書専門出版社の特徴がより顕在化するだろう。 
注
１）  たとえば佐藤ら（2011）の『本を生みだす力：学術出版の組織アイデ
ンティティ』など。
２）  片山の一連の研究における児童書出版社には，児童書の出版を主たる
事業とする出版社（児童書専門出版社）と総合出版社の児童書部門が
ある。本稿では児童書専門出版社に着目する。
３）  幼稚園・保育園ルートとは最終的に提供される場所が幼稚園もしくは
保育園となる流通ルートを指す。
４）  片山（2014）では，４つの尺度による分析は行っていない。
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